
9
月
の
周
年
企
業

120
周
年

日
本
銀
行
広
島
支
店　

�

片
桐
大
地
支
店
長

　
開
設
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
と
感
謝
申
し
上
げ

る
。
金
融
経
済
を
巡
る
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
も
、支
店
職
員
一
同
、銀
行
券

の
発
行
・
流
通
・
管
理
を
は
じ
め
、
国
庫

金
の
受
払
い
、
決
済
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
金
融
・
経
済
に
関
す
る
調
査
・

分
析
な
ど
の
中
央
銀
行
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
発
揮
し
、
今
後
も
地
元
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
。

100
周
年

呉
信
用
金
庫　
日
田
克
也
理
事
長

　
当
金
庫
は
金
融
恐
慌
の
影
響
で
苦
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
た
事
業
者
を
救
う

た
め
に
、「
呉
市
信
用
組
合
」
と
し
て
誕
生

し
た
。
設
立
当
時
に
「
地
域
社
会
の
繁
栄

の
た
め
」
と
熱
い
思
い
で
掲
げ
た
経
営
理

念
は
、
現
在
も
変
わ
ら
ず
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地

域
や
お
客
さ
ま
へ
の
感
謝
と
地
域
社
会
の

繁
栄
と
い
う
使
命
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
る
「
く
れ
し
ん
」

を
目
指
す
。

60
周
年

オ
オ
ケ
ン　
大
中
幹
夫
社
長

　
設
立
以
来
、代
替
わ
り
を
重
ね
な
が
ら
、

多
く
の
取
引
先
さ
ま
の
支
援
と
従
業
員
一

人
一
人
の
尽
力
に
よ
り
現
在
に
至
る
。
建

築
物
の
維
持
管
理
に
お
い
て
院
内
感
染
予

防
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な

ど
、
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
と
し

て
事
業
展
開
し
て
い
る
。「
最
適
環
境
づ

く
り
・
人
づ
く
り
・
国
づ
く
り
」
を
企
業

理
念
に
掲
げ
、
今
後
も
人
々
や
地
域
社
会

に
貢
献
し
続
け
る
企
業
で
あ
り
た
い
。
こ

れ
ま
で
の
支
え
に
深
謝
し
、
１
０
０
年
企

業
を
目
指
し
て
歩
み
続
け
る
。

第
一
技
研　
畑
中
秀
之
社
長

　
弊
社
は
自
動
車
・
機
械
設
備
・
プ
ラ
ン

ト
・
造
船
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
モ
ノ
づ

く
り
企
業
と
し
て
、
そ
の
持
て
る
技
術
を

生
か
し
て
ま
い
進
し
て
き
た
。
現
在
は
新

た
な
事
業
展
開
と
し
て
Ｉ
Ｔ
事
業
、
医
療

関
連
事
業
へ
も
参
入
し
、
日
々
、
技
術
力

を
磨
い
て
い
る
。地
域
貢
献
は
も
と
よ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
お
客
さ
ま
へ
の

貢
献
を
目
指
し
、
よ
り
豊
か
な
未
来
を
築

く
一
端
を
担
え
る
よ
う
全
社
一
丸
と
な
っ

て
努
め
て
い
く
。

広
島
内
外
美
装　
梶
谷
勲
社
長

　
父
か
ら
引
き
継
ぎ
、
３３
年
。
本
業
の
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
不
動
産
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
在
は
本

業
と
付
随
す
る
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
。

「
事
業
は
人
な
り　
人
は
和
な
り
」
が
弊

社
の
社
訓
で
あ
る
。
お
客
さ
ま
、
取
引
先

の
皆
さ
ま
、
従
業
員
に
支
え
ら
れ
て
今
が

あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。
急
速
に
変
化
す

る
社
会
環
境
の
中
、
弊
社
の
強
み
を
改
め

て
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
・
安
心
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
社
員
と
共
に
取
り
組

む
。
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
次
世
代

へ
の
転
換
を
図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
か
ら

の
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
全
力
で
努

力
し
て
い
く
。

50
周
年

広
島
県
石
材
工
業
協
同
組
合

�

渡
辺
本
基
理
事
長

　
９
月
１６
日
に
設
立
の
節
目
を
迎
え
る
。

現
在
は
１０
支
部
（
広
島
、
呉
恊
、
呉
、
安

佐
、
東
広
島
、
東
広
島
市
、
山
県
・
高

田
・
備
北
、
佐
伯
、
尾
三
、
福
山
）、
県

内
７０
社
で
組
織
す
る
。
親
睦
事
業
が
主
だ

っ
た
が
、
県
の
仏
壇
業
界
最
大
手
「
三
村

松
」
と
業
務
提
携
を
結
び
、
組
合
を
Ｐ
Ｒ

す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
放
映
中
で
あ
る
。
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
続
い
た
歴
史
の
重
み
と

先
達
の
志
を
引
き
継
ぎ
、
２
０
２
３
年
に

立
ち
上
げ
た
「
後
継
者
の
会
」
を
軌
道
に

乗
せ
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て
安
定
し
た

組
合
を
運
営
し
て
い
く
。

40
周
年

聡
明
工
業　
金
石
克
己
社
長

　
創
業
以
来
、
建
築
・
防
水
工
事
業
に
ま

い
進
し
て
き
た
。
前
会
長
と
現
会
長
が
築

き
上
げ
た
企
業
理
念
を
継
承
し
、
誠
実
な

施
工
と
信
頼
の
蓄
積
を
重
ん
じ
て
い
る
。

今
後
も
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
存
在
を

目
指
し
、
不
断
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

30
周
年

ア
ッ
プ
ル
建
設　
泊
野
（
と
ま
り
の
）
忠
社
長

　
創
業
以
来
、無
我
夢
中
で
歩
ん
で
き
た
。

顧
み
る
と
、こ
れ
ま
で
全
社
員
を
は
じ
め
、

各
種
業
界
団
体
の
皆
さ
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
か

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
「
初
志
貫

徹
」「
不
屈
の
精
神
」で
社
員
と
共
に
前
に

一
歩
ず
つ
歩
み
続
け
る
。

20
周
年

ネ
ク
ス
ト
ホ
ー
ム　
二
宮
達
雄
社
長

　
不
動
産
賃
貸
を
は
じ
め
仲
介
、
管
理
、

開
発
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行

う
。
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
関
係
各

位
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
た
ま
も

の
だ
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
信
頼
と
実

績
を
大
切
に
、
今
後
も
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
通
じ
て
生
産
性
と
社
員
満
足
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
り
、
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
企
業
を
目
指
す
。

そ
の
他
周
年
企
業

▽
６０
周
年
＝
リ
ョ
ー
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
）Ｉ
Ｇ
Ｌ
学

園
（
安
佐
南
区

上
安
）
の
永
見

憲
吾
理
事
長
と
（
学
）
原
田
学
園
（
西
区

福
島
町
）
の
原
田
優
子
理
事
長
は
７
月
、

専
修
学
校
制
度
発
足
か
ら
５０
周
年
を
記
念

す
る
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

か
ら
表
彰
さ
れ
た
。Ｉ
Ｇ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
医

療
福
祉
専
門
学
校
や
福
祉
施
設
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
を
展
開
し
、
原
田
学
園
は
広

島
酔
心
調
理
製
菓
専
門
学
校
を
運
営
す
る

ほ
か
親
族
企
業
が
飲
食
店
の
酔
心
を
経
営
。

Ｉ
Ｇ
Ｌ
と
原
田
学
園

理
事
長
が
功
労
者
表
彰
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